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司
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「
資
本
主
義
か
祉
曾
主
義
か
」
と
言
う
標
語
は
、

マ
ル
グ
ス
、
エ

y
グ
ル
ス
が
「
科
商
学
的
祉
合
主
義
」
を
提
唱
し
て
以
来
、
前
世
相

の
末
頃
か

b
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

K
庚
ま
っ
て
往
っ
た
。
そ
れ
が
今
世
紹
の
初
期
に
ロ
す
ヤ
の
共
産
主
義
革
命
が
成
功
し
た
後
に
は
、

ス
設
D
還
り
に
「
資
本
主
義
よ
り
世
舎
主
義
へ
」
と
必
至
的
に
移
行
す
る
と
叫
ば
れ
る
ま
ぜ
に
護
展
し
て
、
己
れ
を
信
ず
る
人
々
が
多

く
左
づ
た
。
私
が
第
一
，
次
世
界
戦
直
後
に
ヨ

l
ロ
ッ
パ
に
往
っ
た
頃
に
は
、

マ
ル
ク

「
資
本
主
義
か
祉
合
主
義
か
」
と
題
す
る
書
物
を
数
多
〈

庖
頭
に
見
出
し
た
の
ゼ
、
モ
れ
ら
を
見
つ
け
決
策
に
買
求
め
開
園
後
に
讃
ん
で
見
た
。
そ
の
頃
か
ら
私
は
と
の
問
題
陀
深
い
闘
心
を
抱

告
、
特
に
日
本
も
資
本
主
義
よ
り
一
世
舎
主
義
に
必
至
的
に
移
る
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
そ
の
方
向
に
乗
っ
て
日
本
を
祉
舎
主
義
佑
す
る
運

動
が
肯
定
さ
る
べ
き
か
を
熟
考
し
た
。
己
目
一
篇
は
そ
の
問
題
侭
針
す
る
私
の
解
答
ぜ
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
安
木
主
義
よ
り
社
合
主
義
へ
の
移
行
を
ば
枇
曾
自
然
法
則
白
必
至
性
に
見
出
し
、
ま
た
そ
D
推
移
を
笠
現
ず
る
者
は
共

産
出
馬
白
革
命
活
動
及
び
そ
の
後
の
建
設
活
動
に
あ
る
と
見
て
、
第
二
次
的
に
園
家
意
志
法
則
を
示
唆
し
た
。
そ
し
て
マ
ル
グ
ス
、
ヱ
ン

ヂ
ル
ス
は
自
然
法
則
に
障
ヲ
て
先
づ
共
産
草
命
が
起
己
る
闘
は
的
資
木
主
義
の
最
も
早
く
成
熟
せ
る
イ
ギ
H
X
ぜ
あ
る
と
見
た
。
然
る



に
己
D
科
関
学
的
改
見
は
全
く
外
づ
れ
た
の
み
で
な
く
、
ロ
シ
ヤ
革
命
後
三
十
八
年
を
過
ぎ
た
今
日
ま
ぜ
、
妻
木
主
義
の
一
成
熟
期
に
あ
る

園
に

τ祉
合
主
義
に
移
行
し
た
闘
は
一
も
左
く
、
ロ
シ
ヤ
D
衛
星
図
に
追
込
ま
れ
た
図
々
心
中
ぞ
も
、
最
も
頂
く
共
産
主
義
化
に
抵
抗

し
た
園
が
資
本
主
義
の
成
長
し
て
ゐ
た
チ
Z

ッ
ヨ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
ゼ
た
く
更
に
ロ
V

干
に
倣
っ
て
共
産
主
義
陀
進
出
し
た
園
が

革
命
官
時
白
ロ
シ
ヤ
よ
り
も
資
本
主
義
経
済
と
し
て
盗
に
幼
稚
て
あ
る
中
園
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
じ
主
う
に
立
後
れ
た
イ
Y
下
、
ピ
ル

マ
、
ず
エ
ト
ナ
ム
、
イ

Y
F
ネ
ム
V

ヤ
た
ど
が
ロ
官
ヤ
に
倣
は
う
と
す
る
趨
向
が
見
ら
れ
る
。
か
か
る
大
勢
は
明
か
に
「
資
木
主
義
よ
り

祉
曾
主
義
へ
」
と
唱
へ
た
マ
ル
グ
ス
理
論
D
破
綻
と
な
る
が
、
周
知
白
如
く

ν
1
-一
ソ
は
そ
の
貼
を
女
の
や
う
に
鼎
解
し
て
ゐ
る
。
マ

ル
ク
ス
の
時
代
に
は
ま
だ
出
現
し
な
か
っ
た
最
近
の
世
界
資
本
主
義
経
噛
間
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
世
界
生
産
関
係
心
中
に
て
最
も
弱
い
環

が
先
づ
破
れ
て
、
そ
こ
に
枇
舎
主
義
経
済
が
撞
頭
す
る
。
費
本
主
義
経
済
の
未
熟
で
あ
っ
た
ロ
シ
ヤ
が
そ
れ
で
あ
っ
た
と
。
そ
う
考
へ
れ

ぽ
ロ
シ
ヤ
白
決
ぎ
に
中
園
以
下
白
弱
い
環
が
破
れ
て
社
倉
主
義
化
ナ
る
趨
向
は
背
か
れ
る
。
然
b
ば
資
本
主
義
自
成
熟
せ
る
英
俳
狽
米

日
の
如
吉
は
、
世
界
安
本
主
義
経
済
白
中
に
て
強
い
設
と
左
っ
て
ゐ
る
か

b
、
絡
り
白
方
に
て
近
世
経
済
の
後
進
国
心
後
塵
を
押
し
て

社
曾
主
義
化
す
る
段
取
り
と
去
る
。
か
く
て
は
マ
ル
グ
ス
訟
が
完
全
に
並
進
行
す
る
己
と
と
な
る
が
、
そ
れ
も
果
し
て
事
賓
と
怠
っ
て

来
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
怪
し
い
。
か
く
て
我
々
は
「
資
本
主
義
よ
り
祉
合
主
義
へ
」
の
必
至
的
趨
向
が
果
じ
て
異
質
な
る
か
否
か
に

つ
い
℃
は
、
マ
ル
ク
ス
に
も
レ

l
=
γ
に
も
信
頼
が
置
け
な
加
。
我
々
が
邦
関
経
済
(
園
民
経
済
〉
に
と
っ
て
今
目
最
大
白
問
題
と
た

っ
て
ゐ
る
経
済
縄
制
の
費
平
に
つ
い
て
考
へ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
異
っ
た
見
方
・
考
へ
方
を
持
っ
て
来
た
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
白
一
篇
は
そ
り
見
方
・
考
へ
方
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
後
に
来
る
も
D
が
何
て
あ
る
か
を
指
摘
し
よ
う
と
ナ
る
の
で
あ
る
。

私
が
こ
れ
ま
で
考
へ
て
来
た
結
論
は
、

「
資
本
主
義
か
吐
合
主
義
か
」
刷
。
与
M
E
Z
E
2
∞
。
巳

ups-て
は
な
く
、
今
後
の
新
し
い

経
済
担
制
は
資
本
主
義
て
も
吐
合
主
義
て
も
な
い
‘
九
九
尋
問
E
H呂
田
吉
岡
田

2
Z
F
E
-
と
言
う
こ
と
て
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
「
資
本
主

資
本
主
義
よ

B
努
倒
主
義
へ

第
七
十
七
巷

五

第

量定

五



第
七
盛
一
六

義
か
持
働
主
義
か
」
・
の
ド

t
H
E
E出
R
r
f
F
E
R
E
-
と
問
ひ
、
そ
し
て
資
本
主
義
心
後

r来
た
る
も
の
は
附
労
働
主
義
で
あ
る
と
珠
想

費
ヰ
主
語
よ
り
持
働
主
義
へ

第
七
十
七
番

-
~ 
J、

す
る
。
こ
白
諌
想
に
基
い
て
明
日
の
日
本
経
済
は
、
A
F

勺
の
窮
迫
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
経
済
よ
b
脱
却
し
て
、
全
く
新
し
い
、
七
か
も

極
め
て
日
本
流
て
あ
b
H特
る
務
働
主
義
経
済
に
移
る
べ
き
だ
と
考
え
て
ゐ
る
。

「
資
本
主
義
か
社
合
主
義
か
」
或
は
「
資
本
主
義
か
第
働
主
義
か
」
と
言
う
問
題
を
解
く
に
は
、
前
以
っ
て
そ
れ
そ
れ
の
主
義
に
つ

い
て
白
概
念
を
決
め
て
置
か
な
け
れ
ば
、
無
用
な
説
明
h
T
議
論
を
混
入
し
て
趣
旨
が
語
ら
友
く
左
る
。
資
木
主
義
h
T
駐
曾
主
義
干
の
語

は
歴
史
的
な
意
味
を
持
ち
、
り
て
の
内
容
に
は
経
済
以
外
の
政
治
平
文
化
や
種
々
白
特
色
を
含
ん
て
ゐ
る
か
ら
、
簡
単
に
は
割
切
れ
な
h
。

そ
れ
に
し
て
も
何
が
資
本
主
義
か
祉
曾
主
義
か
を
直
別
す
る
主
左
る
標
徴
は
、
や
は
り
経
済
生
活
の
形
相
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
b
ぬ。

そ
の
主
標
徴
と
な
る
も
の
は
、
閣
官
の
生
成
及
び
蹄
着
と
一
宮
う
邦
園
経
済
(
園
民
経
済
)
白
大
筋
を
決
め
る
と
と
る
の
生
産
業
鰹
及
び

こ
れ
ら
を
盛
る
と
こ
ろ
の
生
産
韓
系
い
か
ん
で
あ
る
。

経
済
一
般
に
つ
い
て
言
う
も
、
特
に
邦
園
経
済
に
つ
い
て
見
る
場
合
て
も
、
重
鮪
と
な
る
も
白
は
財
物
D
生
産
て
あ
り
、
生
産
あ
っ

て
の
消
費
で
あ
る
。
生
産
は
生
産
宣
志
が
生
産
能
力
を
用
h
て
生
産
行
動
を
矯
す
こ
と
を
内
容
と
注
し
、
そ
の
生
産
行
動
は
邦
園
を
活

、
.. 
‘.、

動
の
場
と
し
て
分
業
を
な
せ
る
事
業
と
し
て
賀
川
官
さ
れ
る
。
モ
D
寅
砦
の
士
一
躍
を
生
産
業
髄
と
呼
ぶ
。
然
る
に
そ
れ

b
の
生
産
業
胞
に

封
し

τは
、
上
に
立
っ
て
事
業
資
瞥
を
圏
官
の
生
成
及
び
蹄
着
の
方
向
に
運
ん
ゼ
行
く
大
な
る
カ
の
勧
告
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
邦
国

経
消
k
b
け
る
網
開
運
皆
て
あ
る
。
己
の
運
慢
を
震
す
力
白
動
き
は
、
目
に
見
え
な
い
円
手
D
指
固
と
言
は
れ
る
祉
曾
自
然
勢
力
む
勤
き

な
る
か
或
は
聞
こ
ゆ
る
聾
心
抗
令
と
も
言
う
べ
き
園
家
意
志
威
力
の
動
き
た
る
か
、
育
目
的
・
無
政
府
的
友
る
社
曾
カ
運
皆
な
る
か
或

は
企
重
指
令
す
る
岡
家
力
運
叶
世
間
な
る
か
て
あ
る
。
何
か
白
綿
樟
運
皆
白
下
に
多
く
の
事
業
賞
皆
が
符
は
れ
て
図
宮
が
生
成
さ
れ
行
く
大



、、.、.

筋
が
邦
国
生
産
時
間
系
で
あ
る
。
こ
れ
に
園
官
の
陣
着
が
伴
っ
て
行
は
れ
邦
園
経
済
四
閥
系
を
全
う
す
る
。

生
産
業
髄
に
ワ
い
て
は
生
産
資
本
臼
所
有
及
び
こ
れ
を
用
い
る
賓
皆
の
、
土
鰹
い
か
ん
に
着
眼
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
私
人
が
所
有
す
る

資
本
を
以
ワ
て
袈
企
し
牧
呆
す
る
私
別
的
友
生
産
事
業
が
通
例
(
官
営
業
は
例
外
)
で
あ
る
場
合
氏
、
こ
れ
を
資
本
主
義
経
済
と
名
ゴ

り
た
。
然
る
に
ロ
シ
ヤ
が
私
有
資
本
主
浪
牧

L
t固
有
と
な
し
、
園
有
資
本
を
以
っ
て
園
家
自
ら
生
産
事
業
を
質
管

T
る
と
と
を
原
則

と
在
す
に
及
ん
で
、
新
し
い
他
白
資
本
主
義
経
済
が
養
生
し
た
。
モ
こ
で
蓄
資
本
主
義
を
私
別
資
本
主
義
と
呼
び
、
新
資
本
主
義
主
公

共
資
本
主
義
と
名
づ
け
る
。
こ
白
揚
合
に
マ
ル
タ
ス
経
済
串
て
は
公
共
資
本
主
義
と
呼
ぶ
己
と
に
強
く
反
謝
す
る
の
ぜ
あ
ろ
う
。
勿
論

均
し
く
資
本
と
言
っ
て
も
、
私
別
資
本
と
公
共
資
本
と
は
邦
園
生
産
D
作
用
に
お
い
亡
大
な
る
差
が
あ
わ

J

、
世
曾
主
義
下
心
公
共
資
本

は
奮
資
本
主
義
下
の
困
有
資
本
と
も
作
用
主
同
時
に
す
る
。
モ
し
て
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
に
言
う
資
本
は
一
人
が
他
人
を
搾
取
す
る
機

構
に
限
定
吉
れ
℃
ゐ
る
か

b
、
モ
の
立
場
か
ら
は
公
共
資
本
主
義
な
ど
一
言
う
名
稽
を
受
容
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
モ
れ

ι遣
っ

た
立
場
に
治
い

τ、
資
本
所
有
者
の
企
業
以
外
に
持
働
倍
潟
者
の
企
業
を
認
め
る
か
ら
、
己
れ
と
這
っ
た
資
本
企
業
は
、
た
と
え
園
家

資
本
に
よ
る
園
家
の
産
業
貫
皆
で
あ
っ
て
も
、
公
共
資
本
主
義
と
呼
ぶ
以
外
に
適
切
な
表
現
主
恩
ひ
っ
か
な
い
。
な
ほ
ま
た
私
別
資
本

企
業
と
公
共
資
本
企
業
と
で
は
、
事
業
の
上
に
立
つ
鰍
韓
逗
替
に
大
な
る
相
遣
が
あ
る
。
前
者
て
は
白
出
資
本
主
義
時
代
に
は
一
世
曾
自

然
勢
力
が
運
皆
に
営
た
り
、
改
修
資
本
主
義
時
代
に
入
り
亡
、
部
分
的
に
闘
家
意
志
威
力
が
運
営
に
進
出
す
る
が
、
後
者
て
は
一
貫
し

τ綿
統
主
義
の
園
家
運
踏
を
行
ひ
、
モ
れ
だ
け
札
曾
還
皆
を
斥
け
て
行
〈
ロ
こ
こ
に
は
邦
園
生
産
関
系
に
沿
い
て
一
一
者
の
大
差
が
見
b

れ
る
。
ま
た
こ
己
に
は
邦
園
経
済
を
動
か

T
経
済
法
則
に
も
一
一
者
の
問
に
願
著
な
る
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
あ
づ
て
資
木
所
有
者

が
生
産
業
を
笠
営
す
る
こ
と
は
二
者
に
共
通
て
あ
り
、
官
亡
以
前
広
川
現
し
、
ま
た
後
に
回
現
す
る
て
あ
ろ
う
持
働
主
義
の
企
業
が
存

在
す
る
以
上
は
、
己
れ
と
針
照
せ
し
め
司
令
必
要
か

b
、
今
常
識
と
な
っ
て
ゐ
る
資
本
主
義
と
祉
舎
主
義
と
を
私
別
資
本
主
義
と
公
共
資

資
本
主
義
よ
り
努
倒
主
義
へ

第
七
十
七
巻

七

第

鵠

士



資
本
主
義
よ
り
努
働
主
義
へ

第
七
十
七
巻

j¥、

第

鵠

J、

木
主
義
と
に
改
め
呼
ば
ざ
る
を
得
な
く
た
る
。
尤
も
前
者
は
個
人
別
禁
本
主
義
ぞ
あ
り
、
後
者
は
社
合
佑
資
本
主
義
で
あ
る
か
ら
、
後
者

を
社
合
主
義
と
呼
ぶ
己
と
は
不
保
理
て
は
な
い
。
モ
れ
な
ら
ば
前
者
は
個
人
主
義
と
守
え
ば
よ
」
目
。
序
に
書
き
添
え
て
置
く
乙
と
は
、

社
品
目
主
義
と
共
産
主
義
と
は
、
民
有
・
民
替
の
産
業
を
官
有
・
官
管
に
移
す
鮪
に
て
同
じ
く
公
共
資
本
主
義
に
属
す
る
と
言
う
と
と
ぜ

あ
る
。
二
者
の
差
別
は
マ
ル
ク
ス
以
来
、
園
宮
白
介
阻
を
各
人
の
第
働
量
に
従
つ
一
て
行
ふ
か
各
人
の
必
要
に
隠
じ
て
行
ふ
か
の
差
別
ぞ

あ
る
。
こ
れ
は
物
資
が
多
〈
産
出
さ
る
れ
ば
、
必
要
に
臨
ず
る
分
配
は
可
能
と
怠
る
。
各
ん
の
同
室
陀
底
じ
て
興
へ
る
の
ぞ
な
く
、
必

要
に
底
ず
る
だ
け
で
あ
る
な
b
、
今
て
も
生
活
保
障
制
度
目
充
質
せ
る
園
て
は
事
賃
上
そ
れ
を
賓
行
し
て
ゐ
る
。
経
済
問
題
と
し
て
大

拐
な
こ
と
は
園
宮
の
鴎
着
す
る
分
盆
消
費
白
方
式
の
進
歩
ぞ
在
く
、
園
富
白
生
成
す
る
分
業
生
産
の
様
式
如
何
で
あ
る
。
モ
こ
て
p

シ

ヤ
に
て
謂
ゆ
る
共
産
主
義
白
時
期
に
進
出
し
て
も
、
公
共
安
本
主
義
た
る
経
済
膿
系
に
は
耕
民
化
は
な
い
。

「
資
本
主
義
か
社
合
主
義
か
」
を
「
私
別
資
本
主
義
か
公
共
資
本
主
義
か
」
と
言
改
め
て
見
れ
ば
、
と
れ
は
必
私
心
差
別
は
あ
っ
て

も
「
喪
主
勢
維
L

の
生
産
髄
系
を
な
す
。
生
震
に
は
資
本
と
勢
働
と
は
不
可
歓
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
生
産
業
悼
の
主
人
と
し
て

は
、
資
本
所
有
者
に
限
ら
る
べ
き
も
の
で
た
く
、
問
宵
働
皆
儒
者
を
し
て
主
人
た
ら
し
め
る
「
持
主
資
従
」
の
生
産
閥
系
が
新
時
代
の
脚

光
を
浴
び
て
登
場
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
か
る
重
大
問
題
を
解
く
に
蛍
っ
て
最
も
大
切
な
る
見
方
及
び
考
へ
方
は
、
経
済
護
連

白
理
論
を
明
か
に
し
て
過
半
A

の
医
奥
と
将
来
へ
り
志
向
と
を
一
貫
せ
し
め
、
そ
の
上
に
立
っ
て
明
日
の
邦
園
経
済
開
制
が
何
で
あ
り
何

ぜ
あ
る
べ
き
か
を
見
定
め
る
と
と
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

経
湾
後
達
階
段
の
指
標

以
上
越
〈
た
h
T
う
友
概
念
を
用
ゆ
る
な
ら
ば
、
邦
園
経
済
の
強
達
階
段
に
つ
い
て
新
た
た
る
見
解
を
立
て
得
る
こ
と
と
た
る
。
経
済



同
盟
這
階
段
に
つ
い
て
は
、
庭
史
的
事
象
を
見
る
護
建
事
記
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
種
々
の
訟
が
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
歴
史
的
法
則
を
見
る
護

濯
理
齢
と
し
て
は
マ
ル
ク
ス
の
唱
え
た
五
階
段
設
が
最
も
庚
く
知
b
れ
て
ゐ
る
。
己
の
設
の
優
れ
た
黙
は
、
近
世
の
経
済
理
論
が
殆
ど

皆
、
資
本
主
義
経
済
の
成
立
過
程
を
説
く
一
世
代
の
成
立
理
論
に
止
ま
る
と
具
り
、
各
世
代
を
遁
ず
る
登
謹
過
程
に
注
目
止
る
褒
蓬
理

論
に
着
眼
仕
る
黙
に
あ
る
。
そ
れ
は
周
知
D
如
く
古
代
共
同
制
、
奴
緑
制
、
封
建
制
、
安
木
制
、
及
び
共
産
制
の
五
階
段
を
指
摘
し
て

W
る
。
然
る
に
乙
れ
は
謂
は
ば
政
治
経
済
の
鑓
濯
を
見
た
も
り
で
、
純
経
済
関
制
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
勿
論
邦
闘
政
治
を
離
れ
た
邦

園
経
済
は
存
し
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
経
済
自
惜
の
特
徴
が
不
鮮
明
で
あ
る
。
向
ほ
ま
た
経
済
自
績
の
特
徴
と
し
て
も
、
最
も
重
要

去
る
分
業
生
産
を
後
に
廻
は
し
、
モ
の
後
起
た
る
分
径
消
費
に
重
き
を
置
き
、
謂
ゆ
る
「
搾
取
閥
孫
」
を
基
本
と
し
て
考
え
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
奴
隷
制
た
ど
言
う
日
木
そ
の
他
の
閣
に
存
し
な
か
っ
た
も
の
を
後
め
と
み
、
封
建
制
の
如
き
も
園
に
よ
っ
て
大
差
が
あ

り
、
政
治
償
制
を
指
す
の
か
搾
取
八
灯
配
慣
制
を
指
ナ
の
か
不
明
で
あ
り
、
費
本
制
て
は
歴
史
上
劃
期
的
な
園
宮
の
増
進
を
説
く
よ
り
も

便
値
法
則
主
立
て
て
努
奏
聞
の
搾
取
闘
係
を
強
調
し

τ
い
る
。
も
と
一
世
曾
主
義
た
る
も
の
が
園
冨
師
着
の
分
配
を
矯
正
す
る
意
固
か
ら

起
っ
た
も
の
で
、
マ
ル
ク
ネ
も
一
面
に
は
生
産
を
重
黙
と
す
る
と
言
い
た
が
b
、
殺
の
奉
げ
た
階
段
訟
は
分
配
に
豆
賄
を
置
い
て
を
り
、

従
っ
て
経
済
生
活
の
理
想
と
し
て
は
、
宮
が
各
人
白
必
要
に
臆
じ
て
凡
打
配
せ
ら
れ
る
と
言
う
よ
う
左
低
調
な
も
の
に
柊
っ
て
ゐ
る
。
己

れ
を
日
本
人
の
停
統
が
開
化
本
義
の
生
産
を
目
標
と
し
て
勤
勉
に
終
始
す
る
に
あ
る
こ
と
に
比
べ
る
た
b
ば
、
思
い
卒
ば
に
過
ぎ
る
も

の
が
あ
ろ
う
。
邦
園
経
済
の
重
黙
と
す
る
も
の
は
、
園
宮
の
蹄
着
よ
り
も
己
れ
が
前
提
と
た
る
閣
官
の
生
成
で
あ
り
、
己
の
見
地
よ
り

経
済
護
遠
山
間
段
を
見
通
ほ
さ
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

生
産
の
原
動
力
と
な
る
も
の
は
人
の
生
産
意
志
て
あ
り
‘
モ
心
意
志
が
生
産
の
目
的
と
標
識
と
を
決
す
る
。
そ
の
意
志
に
よ
っ
て
用

h
b
ぞ
h
u

も
の
が
生
産
能
力
で
あ
り
、
己
れ
に
人
的
能
力
(
脱
出
力
と
技
術
)
と
物
的
能
力
(
資
源
と
費
財
)
と
の
別
あ
り
、
ま
た
生
産

資
本
主
義
よ
り
労
働
主
義
へ

第
七
十
七
倍

ゴし

第
一
蹴

九



費
本
主
義
よ
り
聾
働
主
義
へ

第
七
十
七
番

O 

第

瞳

O 

牧
径
を
無
償
的
に
遺
品
す
る
も
の
(
努
力
と
資
源
)
と
有
償
的
に
進
出
す
る
も
の
(
技
柵
と
資
財
)
と
心
別
が
あ
る
。
日
て
れ
b
の
能
力

主
用
い
て
意
志
が
生
産
行
動
に
出
づ
る
が
、
こ
れ
に
生
産
方
法
と
生
産
様
式
と
の
進
歩
(
産
業
革
新
や
介
抜
勢
作
山
如
き
)
が
含
ま
れ

る
。
多
様
な
る
生
産
行
動
主
一
の
機
構
に
盛
っ
て
一
定
白
生
産
目
的
世
遂
行
す
る
も
の
が
生
産
事
業
な
る
が
、
己
心
事
業
質
管
が
私
別

的
な
る
か
公
共
的
な
る
か
、
ま
た
資
本
所
有
者
を
主
任
と
す
る
か
品
目
働
営
震
者
を
主
任
と
す
る
か
、
に
よ
っ
て
種
々
の
h
志
野
骨
の
別

を
生
ず
る
。
こ
の
生
産
業
障
の
相
違
は
必
ず
事
業
寅
瞥
に
射
す
る
綱
関
連
替
を
或
は
一
世
曾
自
然
的
に
或
は
圏
家
意
志
的
に
異
た
ら
し
め
、

そ
れ
が
結
局
に
は
、
邦
園
叉
は
一
世
代
白
生
産
閥
系
を
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
邦
園
経
済
の
設
建
階
段
を
示
す
も

ωは
生
産

閥
系
の
世
代
的
餐
化
ゼ
あ
り
、
そ
の
生
産
階
系
を
嬰
化
せ
し
め
る
も
の
は
主
と

L
て
生
産
業
惜
の
時
代
的
愛
化
て
あ
る
。
我
々
は
そ
れ

を
指
標
と
し
て
経
済
登
蓬
階
段
を
見
る
ζ

と
と
す
る
。

経
済
稜
遠
の
六
階
段

以
上
越
ベ
た
指
標
に
よ
っ
一
て
郭
園
経
済
白
護
濯
階
段
士
見
れ
ば
、
大
韓
に
語
い
て
左
の
如
き
六
階
段
の
蝿
型
化
を
な
し
、
ま
た
な
さ
う

と
し
て
ゐ
る
。

第
一
階
段

第
二
階
段

同
族
協
笹
生
産
購
系
(
自
足
提
供
)

O

私
別
弊
働
生
産
担
閥
系
(
交
換
提
供
)
。

第
一
一
-
階
段

第
四
階
段

私
別
安
本
生
産
髄
系
(
流
涌
提
供
)
。

公
共
資
本
生
産
閥
系
(
公
取
提
供
)
。

第
五
階
段

公
共
同
貯
働
生
産
購
系
(
供
阻
提
供
)
O



第
六
階
段

金
制
恒
綿
替
生
産
慢
系
(
具
足
提
供
三

以
上
の
六
階
段
の
中
に
て
現
在
ま
で
に
現
は
わ
た
る
も
の
は
第
四
階
段
ま
で
に
て
、
第
有
階
段
は
涯
を
将
来
に
現
は
れ
る
て
あ
る
ら

が
、
第
六
階
段
は
速
さ
将
来
に
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
階
段
の
同
族
協
轡
生
産
は
初
登
的
な
生
産
閥
系
て
あ
白
、
自
給
自
足
す
る
共
同
経
拙
円
で
あ
り
、
多
く
の
種
族
に
共
通
し
た
も
の

で
あ
る
。
と
の
同
族
協
響
は
同
肢
が
群
族
か
ら
部
族
へ
氏
故
へ
大
家
旋
へ
と
分
解
す
る
に
つ
れ
ず
し
、
人
口
及
び
願
望
の
増
加
が
自
足
需

要
一
世
充
た
し
難
く
た
る
。
モ
己
に
生
産
方
品
目
白
進
歩
を
須
っ
て
剰
徐
産
物
の
交
換
か
ら
一
特
に
交
換
白
魚
に
す
る
生
産
が
起
こ
る
。
交
樽

忙
加
は
る
生
産
に
始
尚
一
て
企
業
が
起
と
り
、
そ
れ
が
賢
ま
る
所
に
第
一
一
階
段
の
私
別
勢
働
生
産
惜
系
が
出
現
す
る
。
最
初
の
企
業
は
剰

飴
産
物
を
提
供
す
る
農
業
て
も
初
期
の
商
品
を
提
供
す
る
手
工
業
て
も
、
す

e

へ
て
労
働
皆
矯
者
が
私
別
的
に
起
こ
せ
る
も
の
又
は
相
積

ぜ
る
も
の
で
あ
り
、
会
共
の
生
産
業
も
資
産
を
持
つ
私
人
の
企
業
も
ま
だ
起
ら
た
い
。
と
の
私
別
傍
働
企
業
は
粧
品
閏
向
然
的
に
家
業
み
し

し
て
自
生
L
裂
展
せ
る
も
の
に
て
、
封
建
制
の
政
治
力
に
由
来
せ
る
も
の
で
は
た
い
。
そ
れ
は
却
っ
て
封
建
制
の
財
政
に
よ
っ
て
生
産

物
が
不
蛍
に
課
徴
古
如
、
生
産
が
抑
座
さ
れ
た
の
ぞ
、
生
産
煙
系
が
第
二
階
段
か
ら
第
三
階
段
に
移
る
こ

F
と
た
つ
弁
。
私
別
勢
働
生

産
は
次
白
私
別
安
本
生
産
に
よ
っ
て
更
に
座
祖
さ
れ
衰
微
し

τ行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
我
闘
に
は
中
世
式
の
第
二
階
段
が
長
業
及
び
手

ア
一
業
に
幅
庚
く
残
留
し
て
ゐ
る
。
こ
の
持
働
主
義
企
業
が
衣
ぎ
の
二
段
の
資
本
主
義
企
業
に
よ
っ
て
終
に
破
滅
す
る
か
、
或
は
新
時
代

の
傍
観
主
義
生
産
を
開
b
く
伏
線
と
な
っ
て
回
春
の
悦
び
を
迎
え
る
か
は
、
日
本
経
済
の
運
命
陀
か
か
は
る
一
大
事
J
I

一
あ
る
。

第
三
階
段
は
近
世
忙
現
は
れ
た
私
別
資
本
生
産
醐
閥
系
で
あ
り
、
こ
と
に
資
本
所
有
者
の
企
業
が
勢
働
皆
震
者
の
企
業
に
取
っ
て
替
つ

た。

E
こ
に

τい
か
陀
し
て
資
本
が
企
業
を
引
苧
一
げ
る
ほ
ど
に
増
大
し
た
か
、
産
業
革
新
と
言
は
れ
る
ま
ぞ
に
い
か
に
生
産
方
法
が
進

歩
し
た
か
、
ま
た
い
か
に
園
富
の
生
成
に
と
っ
て
歴
史
上
未
曾
有
心
感
還
を
預
ら
し
た
か
等
々
に
つ
い
て
は
、
)
近
世
経
済
皐
が
窓
b
か

資
本
主
義
よ
り
野
倒
主
義
へ

第
七
十
七
巻

第

t虎



資
本
主
義
ま
り
捧
働
主
義
へ

第
じ
十
七
巻

第

読

に
説
〈
所
に
て
周
知
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
夕
、
て
私
別
資
本
生
産
は
園
富
の
生
成
に
は
劃
期
的
成
果
を
皐
げ
た
が
、
反
面
に
、

図
富
の
師
着
K
づ
い
て
は
貧
宵
の
懸
隔
を
甚
し
か
ら
し
め
、
そ
れ
が
引
い
て
流
遁
商
品
の
需
要
と
提
供
と
の
均
衡
を
破
b
、
園
富
の
生

成
を
も
抵
制
す
る
や
う
に
在
っ
た
。
こ
白
傾
向
は
創
意
を
登
動
せ
し
め
る
競
争
資
本
主
義
の
時
代
主
渇
き
て
、
己
得
の
位
置
を
守
ろ
う

と
す
る
猫
占
資
本
主
義
の
時
代
に
入
る
に
到
っ
て
願
著
と
な
り
、

E
の
生
産
開
系
の
候
陥
を
曝
露
し
た
。
そ
こ
で
私
別
資
本
主
義
生
産

の
成
熟
し
た
閣
々
で
は
、
自
由
費
本
主
義
か

b
改
修
費
本
主
義
に
移
り
、
先
づ
閣
官
蹄
着
に
つ
い
て
園
民
生
活
を
保
障
す
る
吐
合
政
策

を
執
り
、
攻
い
て
園
富
生
成
に
つ
い
て
は
大
企
業
濁
占
の
制
限
や
中
小
企
業
の
保
護
や
恐
慌
の
救
済
橡
防
た
ど
の
産
業
統
制
策
を
執
る

や
う
に
た
っ
た
。
然
る
K
近
世
の
一
特
色
た
る
自
我
白
血
却
の
普
及
す
る
に
つ
れ

τ、
改
修
費
本
主
義
に
移
る
以
前
の
自
由
資
本
主
義
主

境
草
し
て
、
高
人
平
等
の
新
一
世
舎
を
賞
現
し
よ
う
と
す
る
思
想
及
び
運
動
が
起
っ
た
。
そ
れ
が
祉
舎
主
義
て
あ
り
、
そ
の
中
に
て
最
も

強
い
影
響
を
奥
え
た
も
の
が
マ
ル
ク
ス
、
エ
Y
グ
ル
ス
の
唱
え
た
科
塵
的
世
曾
主
義
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ロ
シ
ヤ
の
共
産
主
義
革
命
が

起
己
り
、
第
三
階
段
を
超
ゆ
る
第
四
階
段
の
生
産
股
系
が
出
現
し
た
。

第
四
階
段
と
し
て
今
世
粗
初
期
に
出
現
し
た
ロ
シ
ヤ
の
共
産
主
義
(
祉
舎
主
義
〕
経
済
は
第
三
階
段
と
封
味
的
な
行
き
方
を
執
り
、

私
有
費
本
を
園
家
に
収
奪
し
園
有
資
本
企
以
っ
て
園
家
が
買
業
を
寅
替
す
る
公
共
資
本
生
産
岬
閥
系
と
た
っ
た
。
こ
こ
で
は
査
本
所
有
と

産
業
宜
皆
L

し
が
私
人
か

b
園
家
に
移
動
し
た
が
、
資
本
所
有
者
が
産
業
質
管
者
で
あ
る
鮪
は
、
第
三
階
段
と
同
様
た
る
資
!
?
品
主
義
生
産

担
系
に
止
主
つ

τゐ
る
。
も
し
も
世
帯
問
主
義
が
有
産
不
務
者
を
斥
け
無
産
勢
働
者
を
生
き
が
い
働
き
が
い
あ
る
も
の
と
な
す
趣
旨
な

b

ば
、
費
木
和
ι

前
者
か
ら
奪
っ
て
後
者
に
奥
土
、
前
者
白
産
業
賢
瞥
を
後
者
に
移
ナ
の
が
常
道
で
あ
る
は
ず
な
る
が
、
ど
う
し
て
園
家
資

本
生
産
煙
系
金
打
建
て
て
無
産
第
働
者
を
担
制
的
に
働
か
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
の
数
見
に
反

L
て
私
別



資
本
主
義
の
成
熟
せ
る
園
に
起
ら
占
な
い
で
、
そ
れ
が
未
熟
な
る
ロ
シ
ヤ
に
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
。
更
に
ま
た
共
産
革
命
後
三
十
八
年

者
経
る
聞
に
、
私
別
安
本
主
義
経
済
の
成
熟
せ
る
圏
々
の
中
に
て
一
園
と
言
え
ど
も
ロ
シ
ヤ
に
倣
っ
た
も
の
が
無
い
こ
と
は
な
ぜ
だ
ろ

「
費
本
主
義
上
り
社
曾
主
義
へ
」
の
標
語
は
錯
覚
て
は
な
か
ろ
う
か
。
ナ
ベ
て
と
れ

b
の
疑
問
は
、
第
三
階
段
ま
で
に
起
っ
た

終
済
登
蓮
の
階
段
と
は
殆
ど
全
〈
遣
っ
た
事
由
が
そ
こ
に
存
在
す
る
の
ぞ
は
な
か
ろ
う
か
。
然
り
確
か
に
そ
の
事
由
が
あ
る
と
思
う
が
、

う
か
。

私
の
考
究
は
ま
だ
未
熟
で
あ
る
か
ら
、
己
れ
ま
で
に
思
い
づ
い
た
事
柄
を
塞
げ
て
識
者
の
叱
王
を
仰
ぎ
た
い
。

一
に
は
世
界
経
済
が
出
現
す
る
に
到
れ
ば
各
邦
関
経
済
が
連
結
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
そ
こ
に
は
世
界
吐
曾
自
然
勢
力
が
新
し
く
登

生
し
運
動
し
始
め
る
。
世
界
恐
慌
や
世
界
散
停
の
如
曹
は
、
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
新
し
い
祉
舎
勢
力
の
動
き
で
あ
る
。
世
界
枇
合
勢
力

は
各
邦
園
に
向
つ

τ
一
斉
に
働
者
か
け
る
が
、
こ
れ
を
受
け
る
側
の
各
邦
園
は
特
殊
性
主
持
っ
て
ゐ
る
か

b
、
必
し
も
一
様
左
嬰
佑
を

生
ず
る
白
ぞ
は
た
い
。
殊
に
そ
の
措
置
化
の
相
遣
は
各
邦
園
経
済
の
進
歩
階
段
に
見
b
れ
る
。
経
滑
護
濯
階
段
は
邦
園
に
工
っ
て
異
り
、

}
近
代
産
業
の
進
歩
階
段
の
相
遣
は
、
高
低
吉
ま
ぎ
ま
に
世
界
経
済
線
に
凸
回
線
を
描
い
て
ゐ
る
。
モ
の
場
舎
に
進
歩
階
段
の
低
い
邦
園

は
、
必
然
に
世
界
一
世
舎
勢
力
量
費
け
で
摩
損
さ
れ
る
。
こ
れ
が
レ
!
昌

Y
の
謂
ゆ
る
弱
い
壌
で
あ
ろ
う
。
己
の
場
合
に
世
界
枇
舎
の
自

然
勢
力
に
或
程
度
ま
ぜ
封
杭
し
得
る
も
の
は
、
闘
家
意
志
威
力
の
外
陀
は
た
い
。
そ
の
圏
家
意
志
力
を
強
め
る
に
は
第
一
に
は
邦
園
経

済
の
買
力
を
強
め
、
吹
は
園
防
カ
ゼ
あ
り
次
は
支
化
カ
ゼ
あ
る
。
経
済
力
を
強
め
る
に
は
生
産
に
お
い
て
持
進
園
と
肩
を
並
ベ
る
所
に

ま
で
進
出
す
る
と
と
が
第
一
階
程
と
た
る
。
か
か
る
方
向

k
b
い
て
ロ
シ
ヤ
の
持
事
的
人
物
に
説
向
き
の
智
義
を
授
け
た
も
の
が
、
明
ぞ

の
人
々
の
熱
心
に
事
ん
て
ゐ
た
マ
ル
グ
ス
の
思
想
及
び
競
令
で
あ
っ
た
。

こ
に
は
託
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
首
我
白
賓
の
普
及
せ
る
己
と
を
一
特
徴
と
た
し
、
己
己
陀
英
併
の
政
治
革
命
が
起
っ
た
。
他
の
時
開
園
も

と
れ
に
倣
っ
た
が
、
ひ
と
り
ロ
シ
ヤ
の
み
が
庶
民
の
問
に
民
主
思
想
が
未
熟
で
あ
っ
た
か
ら
モ
の
革
命
が
後
れ
た
。
そ
の
政
治
革
命
と

安
本
主
義
よ
り
鵬
首
働
主
義
へ

第
七
十
七
巻

第

是虎



ノ

資
本
主
義
よ
り
捧
働
主
義
へ

第
七
十
七
巻

国

第

鵠

回

共
に
或
は
己
れ
に
乗
じ

τ経
済
革
命
が
合
併
さ
れ
て
起
っ
た
の
が
、
第
一
次
世
界
戦
に
よ
っ
て
刺
激
と
機
舎
と
を
奥
え
ら
れ
た
共
産
主

義
革
命
で
あ
っ
た
。
乙
己
て
は
特
に
マ
ル
ク
ス
の
思
想
及
び
競
令
が
ロ
シ
ヤ
共
産
黛
を
指
導
し
た
υ

三
に
は
ロ
シ
ヤ
の
政
治
経
済
革
命
は
貴
族
四
制
裁
園
家
に
代
っ
て
政
黛
濁
裁
凶
家
主
成
立
せ
し
め
た
が
、
己
れ

K
て
そ
の
郭
園
経
済
を

一
患
に
し
て
自
然
経
済
か

b
意
志
経
済
に
推
し
進
め
た
。
邦
国
経
済
の
意
志
性
は
近
世
初
期
の
園
産
奨
糊
策
に
萌
芽
を
設
し
、
決
心
自

由
経
済
を
経

τ統
制
経
済
に
及
び
、
自
由
妥
木
主
義
期
か
ら
改
修
費
本
主
義
期
に
入
っ
て
次
第
に
成
長
し
て
来
た
。
そ
れ
が
ロ
シ
ヤ
に

て
は
一
奉
に
統
制
以
上
の
綿
統
鰻
系
陀
突
入
し
て
邦
園
経
済
主
因
家
意
志
の
傘
下
に
牧
め
た
。
世
界
経
済
が
出
成
さ
れ
て
行
く
に
従
い
、

い
づ
れ
の
邦
園
経
済
も
'
次
第
に
意
志
経
済
化
し
行
く
こ
と
は
必
然
て
あ
る
。
そ
れ
が
特
に
ロ
シ
ヤ
に
あ
っ
て
は
芹
ル
ク
ス
設
に
随
っ
て

始
め

τ公
共
主
義
の
生
産
惜
系
を
執
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
そ
の
意
志
経
済
化
は
世
自
然
の
事
で
あ
っ
た
。

四
に
は
ロ
シ
ヤ
て
は
共
産
主
義
経
済
を
成
功
に
導
い
た
種
々
の
事
情
が
あ
っ
た
。
モ
の
一
に
は
ロ
シ
ヤ
は
世
界
陸
地
の
六
分
の
一
主

占
め
る
庚
大
な
る
領
地
に
未
聞
護
の
資
源
を
豊
富
に
持
っ
て
を
り
、
己
れ
に
配
す
る
に
農
奴
解
放
後
間
も
な
く
、
働
か
ざ
る
者
は
食
う

べ
か
ら
ず
と
公
言
す
る
憲
法
の
下
に
使
役
し
易
い
一
一
億
の
人
口
を
擁
し
て
ゐ
る
。
己
の
物
と
人
と
の
亘
大
な
る
生
産
能
力
を
駆
使
す
る

強
大
な
る
生
産
意
志
が
動
き
出
せ
ば
、
園
官
の
大
増
産
は
期
し
て
待
つ
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
産
意
志
は
濁
裁
園
家
意
志
て
あ
る
。

そ
の
意
志
が
モ
の
能
力
を
用
い
る
生
産
行
動
の
方
法
と
様
式
は
先
進
閣
の
長
所
主
採
っ
て
行
え
ば
よ
い
。
そ
し

τそ
の
邦
園
生
産
か
ら

生
ず
る
資
源
牧
盆
と
持
働
牧
盆
と
は
、

一
際
悉
く
園
家
の
手
中
に
牧
め

b
れ
て
、
労
働
者
そ
の
他
に
支
拙
う
給
料
の
外
は
、
殆
ど
闘
家

安
本
心
集
中
的
蓄
積
と
た
ヲ

τ、
具
常
な
る
生
産
の
抜
大
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
そ
の
二
は
ロ
シ
ヤ
て
は
私
別
資
本
主
義
経
済
が
幼
稚

で
な
く
未
熟
程
度
で
あ
っ
た
白
ゼ
、
先
進
閣
の
産
業
水
準
を
標
的
と
し
て
と
れ
に
温
着
か
う
と
す
る
計
華
主
立
て
る
こ
と
が
困
難
て
な

か
っ
た
。
こ
の
鮪
は
日
本
が
明
治
初
期
に
、
記
代
産
業
の
慮
女
地
に
無
よ
り
有
を
生
刊
せ
し
め
る
官
有
・
官
営
を
始
め
た
こ
と
に
比
べ
て
遼



に
容
易
に
遂
行
さ
れ
た
。
さ
れ
ど
迫
着
い
た
後
に
誼
越
そ
う
と
す
る
階
段
に
な
れ
ば
、
も
は
晶
、
生
活
資
料
と
鞭
と
を
以
っ
て
野
働
大
衆

を
使
役
す
る
行
き
方
て
は
成
功
し
難
い
。
モ
れ
に
は
騒
い
創
意
と
責
任
を
懐
く
努
働
者
を
し
て
営
ら
し
め
怠
け
れ
ば
な
b
ぬ
か

b
、
や

が

τ共
産
主
義
経
済
が
最
後
の
階
段
て
な
い
己
と
を
寅
聾
す
る
日
が
古
慌
た
る
で
あ
ろ
う
。
モ
の
三
は
ロ
シ
ヤ
が
私
別
資
本
主
義
に
て
産

業
主
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
先
進
園
か
ら
寄
木
を
受
容
れ
る
こ
と
が
定
石
と
な
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
生
産
牧
盆
を
多
く
他
園
に
介
隠
し

た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
、
主
た
投
資
園
の
制
射
に
て
白
閣
の
要
撃
す
る
遁
り
に
園
産
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
モ
こ
で
ロ
シ
ヤ
は
私

別
資
本
の
作
用
金
排
し
、
時
に
穀
物
の
飢
餓
輸
出
を
敢
行
す
る
ほ
ど
に
轍
世
代
債
を
以
っ
て
費
財
、
特
に
機
械
類
を
輸
入
し
、
園
産
よ

町
一
生
ず
る
牧
盆
者
圏
家
に
集
中
し
て
公
共
資
本
を
増
殖
し
産
業
の
念
激
な
増
大
に
努
め
た
。
モ
の
四
は
ロ
シ
ヤ
て
は
私
別
資
本
主
義
経

演
の
未
熟
↓
な
る
こ
と
か

b
、
先
進
閣
の
よ
う
な
強
力
た
資
本
家
階
級
の
抵
抗
を
受
け
な
い
で
、
中
世
式
の
支
配
階
級
を
排
除
し
民
有
の

生
産
手
段
を
波
牧
す
あ
こ
L

仁
が
出
来
た
。
己
の
黙
は
イ
ギ
リ
ス
勢
働
叢
の
場
合
と
大
差
が
あ
る
。

以
上
の
諸
事
由
に
て
ロ
シ
ヤ
は
後
れ
た
あ
産
主
革
新
を
濯
に
完
遂
し
、
そ
の
上
に
近
代
産
業
を
大
規
模
に
建
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

紅
別
資
本
か
公
共
資
本
か
の
大
な
る
相
違
は
あ
っ
て
も
、
費
本
軒
以
っ
て
涯
代
彦
裁
を
質
皆
し
、
か
つ
ま
た
個
人
の
生
産
手
段
の
外
に

個
人
の
一
生
産
意
志
ま
ぞ
も
牧
#
帯
し
て
、
己
れ
を
闘
家
の
生
産
意
志
に
結
集
し
た
と
乙
ろ
に
成
功
の
鍵
が
あ
る
。
世
曾
自
然
力
の
動
き
に

は
晴
天
も
あ
り
雨
天
も
あ
る
。
圏
中
部
意
志
カ
に
で
進
め
ば
、
思
い
違
い
が
あ
っ
て
度
々
仕
直
は
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
絶
え
ず
枇
舎
自
然

カ
を
繰
っ
て
計
霊
的
・
組
織
的
に
前
進
す
る
己
と
が
山
判
官
部
品
。
と
と
に
意
志
経
済
の
特
色
が
あ
っ
て
自
然
法
則
の
外
に
意
京
法
則
が
働

き
出
し
、
意
志
経
済
白
話
円
を
現
示
し
て
ゐ
る
。
我
々
は
決
し
て
現
在
の
私
別
資
本
主
義
の
園
々
が
ロ
シ
ヤ
の
上
う
た
公
共
資
本
主
義

に
推
移
す
る
己
と
は
考
え
て
ゐ
在
い
が
、
近
世
的
た
自
然
性
の
邦
園
経
済
が
現
代
的
在
意
志
怯
に
成
畏
す
る
趨
同
あ
る
こ
と
は
疑
い
得

な
い
。
そ
れ
に
し
て
は
目
木
経
済
が
現
在
の
如
さ
疲
捗
し
切
っ
た
園
家
意
志
の
下
に
立
っ
て
ゐ
る
こ

F
を
見
る
と
、
官
て
の
日
木
は
b
J

L

資
本
主
義
よ
り
努
働
主
義
へ

第
七
十
ヒ
巻

五

第

蹴

on. 



資
本
主
輯
よ
り
棒
働
主
義
へ

第
七
十
七
巻

プて

第
一
一
揖

J、

ど
こ
へ
往
っ
た
の
だ
お
う
か
と
怪
ま
ざ
る
を
得
左
い
。

区
ウ
ヤ
共
産
主
義
経
済
は
園
富
の
障
着
に
づ
い
て
は
、
ま
だ
甚
だ
不
充
分
に
て
先
進
園
に
及
ば
な
い
が
、
こ
れ
は
漸
次
に
向
上
す
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
闘
富
の
蹄
業
を
普
及
せ
し
め
る
鴛
の
園
宮
の
生
成
に
づ
い
て
大
た
る
成
功
を
収
め
ヲ
つ
あ
る
こ
と
は
、
共
産
主
義

を
好
ま
な
い
者
て
も
事
買
の
前
に
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
在
三
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
て
資
本
主
義
の
次
に
は
祉
舎
主
義
が
来
る
と

信
じ
て
、
姿
本
主
義
の
図
々
も
や
が
て
祉
合
主
義
に
移
る
も
の
と
期
待
す
る
こ
と
は
大
な
る
錯
畳
で
あ
る
。
ロ
シ
ヤ
の
成
功
は
ロ

y

f

ロ
シ
ヤ
に
類
似
す
る
貼
の
多
い
中
園
も
白
闘
に
週
醸
す
る
よ
う
に
巧
妙
在
進
み
方
を
す
が
ば
、
暇
ど
る
と
と

ぞ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

は
あ
っ
て
も
、
一
杭
曾
主
義
経
済
に
成
功
す
る
可
能
性
が
多
い
。
さ
れ
ど
奮
費
本
主
義
に
よ
っ
て
己
に
世
界
の
高
い
産
業
水
準
に
達
L
て

ゐ
る
関
て
あ
れ
ば
、

ζ

れ
を
新
資
本
主
義
の
粧
品
開
主
義
に
礎
轄
せ
し
め
た
と
こ
ろ
で
、
別
に
劃
期
的
友
進
歩
が
あ
ろ
う
と
は
考
え

b
れ

在
M
V

。
否
た
高
水
準
の
邦
園
経
済
が
そ
れ
以
上
の
進
歩
を
来
た
す
に
は
、
各
人
の
創
意
と
責
任
と
を
綿
動
員
す
る
乙
と
が
決
定
的
に
要

請
せ
ら
一
れ
、
モ
の
黙
は
祉
合
主
義
と
は
正
反
射
の
方
向
に
立
つ
の
で
あ
る
。
物
財
の
愛
用
さ
れ
難
い
安
本
会
有
化
に
熱
中
し
、
問
主
持

働
の
高
い
意
義
を
認
め
得
た
い
マ
ル

F
ス
主
義
て
は
、
園
富
の
高
度
の
生
成
は
撃
ま
れ
な
い
。
生
活
保
障
の
不
充
分
た
閣
で
は
社
曾
主

義
に
憧
が
れ
る
者
が
多
い
が
、
モ
の
黙
は
一
位
合
主
義
て
た
〈
て
も
立
涯
に
や
ワ
て
ゐ
る
園
が
タ
く
な
い
。

マ
ル
ク
ス
訟
で
は
南
宮
本
主
義
経
済
の
窮
迫
が
必
然
に
祉
合
主
義
経
済
に
進
出
せ
し
め
る
と
見
た
が
、
賢
際
は
資
本
主
義
経
済
白
未
熟

ぞ
あ
っ
た
こ
と
が
、
先
進
園
に
余
ぎ
羽
生
市
く
符
の
階
段
と
し
て
社
合
主
義
経
済
圏
を
出
現
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
モ
E
て
己
こ
に
新
L

H
問
顕
が
提
起
き
れ
る
。
然
b
ぽ
資
本
主
義
経
済
が
成
熟
し
窮
迫
し
た
園
て
は
、
そ
こ
か
ら
果
し
て
ど
己
に
往
く
D
て
あ
ろ
う
か
。
今

宮
て
の
所
て
は
自
由
資
本
主
義
が
欄
熟
し
て
多
く
の
快
陥
を
生
じ
た
園
]
て
は
、
加
づ
れ
も
社
舎
政
策
と
産
業
統
制
策
と
を
執
る
改
修
資

木
主
義
に
移
り
フ
つ
あ
る
。
資
源
生
産
力
の
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
諸
園
て
は
こ
の
岨
曜
に
踏
み
止
ま
り
、
粧
品
閏
主
義
に
移
ろ
う
と
す
る
気
配



は
少
し
も
た
い
o

さ
れ
ど
費
源
生
産
力
白
乏
し
W
持
働
図
て
は
、
生
産
牧
盆
と
し
て
は
努
働
牧
盆
の
M

げ
に
資
源
収
益
に
期
待
し
得
な
い

か
b
、
私
別
資
本
主
義
の
ま
ま
で
は
傍
働
者
に
酬
ゆ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
資
本
主
義
の
改
修
も
思
う
ま
ま
に
は
出
来
た
い
。
そ
こ
に
多

分
に
一
仕
舎
主
義
に
誘
惑
さ
れ
る
気
配
が
あ
る
が
、
産
業
の
民
有
・
民
営
を
官
有
・
官
営
に
改
遣
し
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
国
官
生
成
の
槍

準
を
期
待
す
る
何
の
擦
所
も
た
い
。
こ
こ
に
沿
い
て
改
修
費
本
主
義
も
ま
た
頼
み
難
く
思
は
れ
る
図
に
あ
っ
て
は
、
何
と
し
て
も
こ
れ

主
て
に
無
か
っ
た
新
し
い
生
産
蝉
系
を
工
夫
し
て
己
れ
を
覧
現
す
る
外
は
た
い
次
第
と
な
る
。
そ
れ
は
即
ち
第
五
階
段
と
し
て
現
は
る

べ
き
公
共
勢
働
の
生
産
瞳
系
て
あ
り
、
モ
白
外
に
は
考
え
上
う
が
友
い
。

第
四
階
段
の
公
共
妻
木
生
産
鴨
系
・
即
ち
祉
合
主
義
経
済
は
第
三
階
段
の
未
熟
期
工
り
出
登
し
、
そ
の
接
さ
れ
た
成
熟
期
間
主
飛
躍

し
て
世
曾
主
義
化
し
た
も
の
一
て
あ
る
。
己
れ
は
邦
園
経
済
が
意
志
経
済
と
た
り
、
園
家
意
志
力
が
自
然
的
推
移
を
乗
り
越
え
得
た
か
ら

で
あ
る
。
と
れ
に
似
て
第
三
階
段
が
欄
熱
寸
る
場
合
に
は
、
大
職
後
に
イ
ギ
リ
ー
が
八
の
八
位
盆
産
業
を
園
瞥
佑
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
公
符

産
業
を
す
べ
て
闇
皆
化
す
る
と
宣
言
し
た
土
う
に
、
一
障
は
階
段
を
温
う
て
一
位
合
主
義
化
を
手
懸
け
て
見
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
向

に
後
展
す
る
集
配
を
示
し
て
ゐ
左
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
枇
曾
主
義
に
は
欄
熟
せ
る
費
本
主
義
を
救
う
力
が
在
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
別
資
本
主
義
の
園
は
、
一
一
躍
は
階
段
的
に
八
日
共
姿
本
主
義
に
一
ベ
つ
を
奥
へ
る
だ
け
に
て
時
代
的
意
義
を
見
て
取
る
に
止
め
、

早
速
に
て
も
第
四
階
段
を
飛
越
え
て
第
五
階
段
に
移
っ
て
行
く
運
命
に
立
っ
て
ゐ
る
と
見
る

v

へ
き
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ヤ
の
世
曾
実
義
経

桝
と
て
も
、
謂
ゆ
る
後
期
の
共
産
主
義
時
代
と
も
な
ら
ば
、
必
要
に
慮
じ
て
分
間
す
る
と
雪
う
工
う
た
毒
に
も
薬
に
も
た
ら
ぬ
宣
言
の

賢
施
よ
り
も
、
会
共
資
本
主
義
白
強
制
勢
働
金
緩
和
し
、
勢
働
者
註
し
て
禁
ん
ぞ
働
者
得
し
め
る
よ
う
た
生
産
機
構
の
踊
型
化
が
必
要
ー
と

在
る
て
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
第
五
階
段
に
近
づ
く
と
と
に
外
た
ら
在
い
。

支
本
主
義
工
り
勢
働
主
義
「
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四

公
共
弊
働
生
産
控
系

第
五
階
段
の
公
共
第
働
生
産
腿
系
は
第
二
階
段
の
私
別
勢
働
生
産
か
ら
糸
を
引
い
で
第
士
一
及
び
第
四
階
段
の
一
一
つ
の
資
本
主
義
を
痛

遁
せ
る
後
に
出
現
す
る
新
し
い
接
働
主
義
経
済
ゼ
あ
る
o

何
と
言
つ
で
も
生
産
は
野
働
者
の
使
命
と
す
る
斯
ぞ
あ
り
、
「
共
産
黛
宣
言
」

に
一
吉
う
よ
う
在
所
有
問
題
を
根
本
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
費
本
が
粧
曾
化
さ
れ
公
共
ル
刊
さ
れ
た
t

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
だ
け
で
勢

働
者
が
解
放
さ
れ
て
持
働
が
人
生
に
と
っ
て
の
悦
ば
し
い
意
欲
と
な
b
、
人
間
が
自
分
等
の
配
合
経
済
関
係
の
主
人
と
な
る
は
ず
も
た

く
、
ま
た
そ
の
事
賞
も
な
い
。
資
本
所
有
者
が
主
人
と
な
る
こ
と
を
斥
け
、
野
働
者
が
協
力
し
て
企
業
の
主
任
者
と
な
ろ
う
と
す
る
思

想
及
び
運
動
は
、
前
世
組
の
後
半
に
現
は
れ
た
紗
A
r
b
勢
て
あ
る
。
と
れ
は
中
世
の
掛
働
主
義
企
業
か

b
糸
を
引
い
て
英
伸
濁
に
現
は

れ
た
が
、
モ
の
特
色
は
非
園
家
主
義
て
あ
り
、
邦
園
経
済
が
意
志
性
と
な
る
時
代
に
逆
行
す
る
と
と
ろ
に
、
不
成
功
に
終
る
外
は
な
か

っ
た
。公

共
労
働
生
産
雑
系
は
邦
園
経
済
『
治
け
る
事
業
質
替
と
綿
鰹
運
替
と
を
匡
別
す
る
組
織
を
立
て
る
と
己
ろ
に
、
八
位
私
の
資
本
主
義

と
遣
っ
一
た
持
働
主
義
経
済
と
な
る
。
事
業
貫
皆
の
一
主
閣
は
資
本
家
て
も
資
本
園
家
で
も
な
く
、
企
業
第
働
及
び
作
業
務
働
を
合
は
せ
た

弊
働
者
社
固
で
あ
る
。
私
は
モ
れ
を
曾
祉
や
官
業
所
と
直
別
し
で
公
社
と
名
づ
け
る
。
会
社
の
事
業
賀
皆
の
上
に
園
家
が
綿
惜
運
皆
を

行
ひ
、
闘
家
の
企
霊
と
指
令
に
上
っ
て
園
宮
り
生
成
及
び
蹄
生
置
を
運
び
行
〈
。

公
社
に
B

W
て
企
業
持
働
と
作
業
務
働
と
か
結
合
す
る
と
と
は
、
管
て
の
イ
タ
リ
ヤ
に
見
た
工
場
占
領
の
夫
肢
に
廟
み
、

F
イ
ツ
の

ツ
ア
イ
ス
工
場
心
成
功
に
見
b
れ
る
如
く
、
λ

午
後
の
生
産
業
置
の
在
り
方
を
決
定
す
る
。
舎
祉
や
官
業
所
と
師
寺
/
り
、
す
べ
て
勢
働
皆
信

者
を
主
人
と
す
る
公
祉
に
し

τ、
始
め
て
勢
働
者
の
解
放
が
行
は
れ
、
持
資
封
抗
が
解
消
さ
れ
、
ロ
シ
ヤ
に
は
ま
だ
存
在
す
る
持
働
組



A
ロ
も
無
用
と
な
る
。
私
別
資
本
主
義
の
運
命
は
生
産
過
剰
に
上
る
恐
慌
の
増
大
上
り
も
、
む
し
ろ
野
安
封
枕
闘
争
比
上
る
生
産
停
止
の

方
に
か
か
っ
て
い
る
。
己
れ
は
務
費
双
方
に
損
害
を
輿
へ
る
と
共
に
、
邦
闘
経
済
そ
の
も
の
の
準
行
予
阻
む
こ
と
と
た
る
。

公
社
白
特
色
は
モ
れ
が
自
主
性
と
ハ
公
共
性
と
を
余
備
す
る
に
あ
る
。
公
一
杭
は
舎
祉
の
如
く
に
産
業
の
賀
町
世
間
に
つ
い
て
登
企
・
計
霊
・

寅
行
・
審
査
・
牧
呆
D
行
棋
士
遁
じ
て
問
主
的
忙
活
動
す
る
。
と
の
貼
は
祉
合
主
義
下
の
官
業
所
と
全
く
異
b
o
会
計
の
八
位
共
性
は
財

物
叉
は
作
務
の
謝
世
提
供
が
公
事
で
あ
り
園
業
て
あ
る
と
と
ろ
に
基
幸
、

一
定
の
↑
会
法
的
、
在
る
責
務
及
び
様
能
を
有
せ
し
め
る
に
あ
る
。

モ
の
責
務
は
生
産
行
程
に
お
い

τ不
可
能
な
る
吠
況
に
陥
b
左
い
限
り
は
、
絶
え
ず
一
定
の
提
供
を
持
績
す
る
己
と
と
、
繍
輝
計
華
民
基

ふ
さ
提
供
に
つ
い
て
圏
家
よ
り
裂
す
る
指
令
陀
随
う
こ
と
と
の
こ
つ
で
あ
る
P

モ
白
樺
能
は
提
供
に
必
要
友
る
生
産
能
力
の
配
嘗
を
保
障

さ
れ
、
事
業
関
心
失
策
て
在
く
て
替
業
の
持
哨
慣
が
困
難
在
る
場
合
に
は
園
家
の
救
援
を
受
け
る
と
と
と
、
経
済
圏
策
D
決
定
機
関
(
後

速
の
経
済
運
凱
百
合
議
)
に
部
門
事
業
を
代
表
す
る
議
員
全
選
出
し
参
加
せ
し
め
る
己
と
と
で
あ
る
。
以
上
白
責
務
と
権
能
と
は
封
照
的

と
左
ワ

τを
り
、
会
祉
の
位
置
は
園
白
統
治
に
自
治
開
あ
る
如
く
、
園
の
経
皆
に
お
け
る
自
営
韓
の
任
務
を
執
る
公
法
人
た
る
忙
あ
る
。

公
社
に
は
捲
賞
す
る
業
務
の
性
質
に
遁
障
す
る
よ
う
に
、
官
立
公
社
、
自
治
開
立
会
位
、
民
立
公
社
、
組
合
式
公
祉
の
種
別
が
設
け

b
れ
る
。
今
の
官
立
公
祉
や
自
治
鐘
立
の
産
業
部
も
、
自
立
合
計
の
外
に
一
般
第
務
者
の
寅
瞥
参
加
を
認
む
る
な

b
ば
出
向
働
主
義
の
会

社
と
な
る
。
民
立
公
社
は
新
設
D
外
は
現
在
の
合
社
か
ら
脆
反
し
て
資
本
主
義
よ
り
持
働
主
義
に
移
る
こ
と
に
よ
っ

τ成
立
す
る
。
そ

れ
は
曾
祉
の
枇
長
・
重
役
以
下
白
質
替
幹
部
が
勢
働
組
合
と
合
樫
す
る
己
と
で
あ
る
。
合
祉
の
質
物
資
産
は
公
祉
の
所
有
と
左

p
、
合

祉
の
出
費
者
は
資
産
詐
僚
に
よ
ヲ
て
社
外
同
費
者
の
位
置
に
移
目
、
事
業
牧
盆
ι
y
b
A
7
配
を
受
け
る
。
こ
の
不
務
所
得
も
資
本
貯
蓄
白

必
要
な
き
時
が
来
る
ま
で
は
、
温
存
す
べ
き
園
策
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
組
合
式
公
社
は
小
企
業
の
協
同
質
替
の
駕
に
必
要
で
あ

U
、

家
業
と
し
て
皆
ま
れ
て
ゐ
る
農
業
及
び
手
工
業
D
如
き
は
こ
れ
に
加
っ
て
行
く
。
会
祉
の
機
構
と
し
て
は
、
社
長
、
重
役
倉
、
代
議
員

資
本
主
義
よ
E
勢
働
主
義
へ
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巻
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O 

合
、
社
員
網
曾
(
又
は
線
投
票
)
の
権
能
を
定
款
に
明
記
し
て
と
れ
を
巌
守
し
、
集
間
的
利
己
行
動
者
封
ず
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

公
共
労
働
、
主
義
は
掛
働
者
の
事
業
貿
皆
の
一
上
花
園
家
が
絡
鰹
運
皆
を
行
ひ
、
関
宮
の
生
成
及
び
闘
着
に
つ
い
ド
て
企
書
し
指
令
す
る
こ

と
を
特
徴
と
す
る
。
私
別
資
本
主
義
て
は
閣
家
は
退
い
て
邦
園
経
済
の
還
皆
を
計
舎
肖
仲
間
カ
に
委
ね
る
。
公
共
費
本
キ
義
で
は
綿
醐
間
運

盤
以
上
に
事
業
賞
賛
ま
で
も
園
家
の
手
に
掌
握
す
る
。
公
共
勢
働
主
義
は
邦
間
経
済
の
意
志
性
比
着
眼
し
、
園
官
の
生
成
及
び
関
着
を

園
家
の
総
開
運
慢
と
す
る
総
統
臨
系
に
収
め
、
事
業
資
器
を
各
人
の
創
意
正
責
任
と
を
裂
揮
せ

L
め
る
白
+
史
的
生
産
業
韓
に
任
か
せ
る
。

蓮
皆
意
志
と
貿
轡
意
志
と
が
各
そ
の
所
を
得
て
そ
の
任
務
を
完
う
す
る
。

胡
岡
崎
運
楼
機
関
は
経
済
閣
策
を
決
定
す
る
経
済
運
瞥
舎
議
と
闇
策
を
賢
行
す
る
経
済
省
と
園
策
の
調
査
立
案
と
園
策
賀
行
の
成
績
審

査
と
に
蛍
た
る
経
済
企
重
審
査
隠
と
白
三
者
と
す
る
。
モ
の
中
に
て
も
経
済
運
瞥
曾
議
に
事
業
笠
瞥
の
責
任
を
持
つ
会
批
の
代
表
が
参

加
す
る
こ
と
は
、
蓮
替
と
質
管
と
を
蓮
ね
て
園
家
指
令
の
委
営
ー
と
公
社
の
賢
行
責
任
正
を
保
障
す
る
己
と
と
在
る
。

私
別
資
本
主
義
経
済
が
燭
熟
し
た
後
に
山
刊
づ
べ
き
も
の
は
、
会
共
資
本
主
義
ぜ
な
く
公
共
持
働
主
義
て
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
園
皆
宜
伸

業
が
官
僚
式
て
な
く
ボ
ー
ル
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
て
笠
皆
せ
ら
れ
る
鮪
中
、
ド
イ
ツ
に
て
舎
祉
と
勢
働
組
合
か
ら
同
教
の
代
表
者
世
出
し

て
賓
替
の
協
同
決
定
を
な
す
制
度
に
は
、
合
一
世
よ
り
必
祉
へ
の
行
き
方
が
見
ら
れ
る
。
シ
ユ
Y

ベ
l
グ
ー
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
経

済
問
学
者
に
は
ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
に
傾
く
者
が
極
め
て
歩
く
、
さ
り
止
て
キ
ヤ
ピ

F
リ
ズ
ム
を
支
持
し
よ
う
と
す
る
者
は
更
に
少
く
、
院
肘
来

rつ
い
て
は
沈
思
黙
考
し
て
ゐ
る
が
、
そ
己
に
は
労
働
者
の
利
目
祉
を
擁
護
す
る
政
策
と
言
う
意
味
に
て
の

V
1
ポ
ア
リ
ズ
ム
が
頭
を
榛

げ
て
る
る
と
。
と
れ
ば
合
寄
り
深
い
言
葉
で
あ
り
、
行
払
は
問
/
L

こ
に
一
枇
品
問
主
義
主
超
え
や
九
新
時
代
の
経
済
強
制
士
展
望
す
る
。

五

車
五
本
主
義
よ
り
勢
働
主
義
へ



今
後
に
園
家
意
志
白
塗
動
に
よ
っ
て
公
共
勢
働
生
産
揮
系
が
出
現
す
る
左

b
ば
、
己
れ
に
て
経
済
殻
遠
白
階
段
は
塞
く
さ
れ
る
だ
ろ

う
か
。
否
、
自
主
的
勢
働
企
業
士
重
貼
と
し
て
こ
れ
が
公
共
的
に
貫
皆
さ
れ
、
且
っ
そ
の
上
陀
立
つ
楓
師
団
運
皆
が
意
志
法
則
に
遁
合
す

、
、
、
、

い
つ
の
時
に
か
会
私
と
隣
国
賓
と
の
直
別
も
化
合
さ
れ
て
、
そ
こ
か

b
全
髄
総
皆
の
邦
園
生
産
鰹
系
に
到

z
y
r
ル
ス
が
言
っ
た
よ
う
左
園
家
死
滅
後
に
出

る
よ
う
に
行
は
れ
て
行
け
ば
、

達
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
最
後
最
高
の
第
六
階
段
て
あ
る
。
己
己
は
マ
ル
ク
一
人
、

現
す
る
閏
由
個
人
の
自
由
連
合
社
舎
で
は
な
く
、
人
々
が
何
の
強
制
を
も
受
け
ず
心
か
ら
相
結
ぶ
親
和
の
共
同
生
活
憶
が
運
皆
し
且
つ

質
皆
す
る
道
徳
園
家
白
一
組
縄
経
済
と
な
り
、
モ
の
綿
惜
の
巾
に
各
個
が
満
足
す
る
己
と
と
た
る
だ
ろ
う
。
消
滅
す
べ
き
園
家
は
必
要
思

と
も
見
b
れ
る
権
勢
園
家
て
あ
り
、
モ
れ
無
き
所
に
道
徳
圏
家
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

経
済
致
蓮
の
六
階
段
で
は
、
最
初
と
最
後
と
に
h
s
w
て
、
公
私
も
努
斉
も
未
分
ぜ
あ
っ
た
司
族
協
皆
経
済
と
、
公
私
も
野
安
も
-
フ
に

融
合
す
る
全
陸
細
管
経
済
と
が
相
呼
隠
す
る
。
モ
の
問
に
立
て
る
四
階
段
に
お
い
て
介
則
さ
れ
た
公
私
と
勢
資
と
が
入
れ
替
っ
て
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
別
労
働
主
義
、
私
別
資
本
主
義
、
公
共
資
本
主
義
及
び
公
共
発
働
主
義
の
生
産
揮
系
が
順
女
に
登
展
し
て
行

く
。
園
家
が
幼
少
年
時
代
て
あ
る
聞
は
公
共
的
生
産
業
韓
は
な
く
、
生
産
資
本
白
蓄
積
な
さ
間
は
資
本
的
生
産
業
揮
は
出
た
い
。
そ
こ

に
は
私
別
発
働
生
産
業
悼
の
外
は
存
在
し
得
な
い
。
共
同
ペ
て
生
産
資
本
が
増
殖
さ
れ
た
時
に
、
前
階
段
の
私
別
閥
系
を
そ
白
ま
ま
に
承

け
て
、
品
百
働
企
業
か
ら
資
本
企
業
に
移

p
、
佃
人
の
狽
創
心
を
登
揮
古
せ
て
歴
史
上
未
曾
有
な
る
閣
官
の
増
加
を
賀
b
し
た
私
別
資
本

生
産
業
惜
を
生
じ
た
。
然
る
に
世
界
経
済
白
出
現
は
こ
れ
ま
で
む
郭
園
経
済
の
準
路
に
新
し
い
方
向
を
奥
へ
、
私
別
資
本
主
義
D
未
熟

な
る
ロ
シ
ヤ
は
念
速
に
閣
官
の
生
成
を
披
充
す
る
震
に
マ
ル
ク
ヨ
献
を
奉
じ
て
前
階
段
の
資
本
企
業
を
モ
の
ま
ま
に
承
け
て
、
私
別
慢

系
か
ら
公
共
鰻
系
に
移
り
、
公
共
資
本
主
義
の
生
産
樫
系
金
執

p
、
他
に
こ
れ
に
倣
う
閣
も
出
た
。
現
賀
D
経
済
稜
達
階
段
は
こ
こ
ま

で
あ
る
が
、
こ
白
先
さ
に
出
づ
ベ
ふ
さ
今
後
の
第
五
階
段
は
、
第
四
階
段
の
公
共
揮
系
を
そ
む
ま
ま
に
承
け
て
、
資
本
企
業
を
持
働
企
業

査
ヰ
主
義
よ
り
品
目
働
主
義
、

第
七
十
七
巻

第

披



費
本
主
義
主
D
勢
倒
主
義
へ

事
七
十
七
巻

策

鵠

に
陣
換
す
る
公
共
勢
働
生
産
購
系
白
川
げ
に
は
他
に
往
く
べ
き
方
迭
は
在
h
o
資
源
が
豊
か
で
あ
っ
て
私
別
資
本
主
義
士
改
修
に
よ
っ
て

な
低
持
績
し
得
る
園
は
そ
れ
で
よ
悼
。
同
じ
く
資
源
に
富
ん
で
労
働
大
衆
を
強
制
第
役
に
駆
り
立
て
得
る
闘
は
、
公
共
資
本
主
義
を
執

る
と
と
が
得
策
で
あ
る
o

し
か
し
資
源
牧
径
を
多
〈
期
待
し
得
ず
、
持
働
者
の
殺
養
高
く
煽
動
と
強
盗
り
?
に
働
く
こ
と
を
背
じ
な
い

欣
況
に
あ
る
園
に
あ
っ
て
は
、
私
別
資
本
主
義
も
公
共
資
本
主
義
も
共
に
邦
園
経
済
の
進
涯
に
貢
献
ナ
る
資
格
は
た
い
。
日
本
経
済
は

必
然
に
公
共
第
働
主
義
に
出
づ
奇
己
と
に
よ
っ
て
前
途
に
光
明
を
認
め
得
る
。
日
本
邦
族
自
古
た
が

L
の
優
れ
た
勤
勉
性
は
、
経
済
圏

運
を
開
b
く
最
後
最
上
の
切
札
て
あ
る
。
公
私
白
資
本
主
義
よ
り
新
勢
働
主
義
へ
。
中
世
か
ら
近
世
を
遁
じ
て
現
在
て
も
、
私
別
勢
働

企
業
に
沿
い
て
普
く
働

H
t
ゐ
る
農
村
人
宇
手
工
業
者
を
顧
み
つ
つ
、
建
園
以
来
の
惇
統
を
護
る
園
家
が
総
統
す
る
所
の
現
代
目
公
共

勢
働
主
義
へ
。




